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昭和４５年度漁況海況予報事業報告書

東京都水産試験場

1．調査の実施状況

（１）実施機関および担当者名

実施機関一東京都水産試験場

担当者同大島分場

場長松本太郎

分場長塩屋照雄

１６海況。漁況草苅正

中川政男

折内智

2．プランクトン。卵稚仔仲村正二郎

岩田光正

a.／海上調査瀧補紀光

青沼勇；,

佐１１２１ｆ惣吉

／笹本光敏

阿部登

；田中道博

同ノ八大分場

(2)沖合定線調査

イ実施調査船

ｏ船名あず室船長

やしお０〃〃

拓南０〃〃

調査船要目

乗組員１８名

〃 ７名

藤浦紀光

菊地寅好

石井義道 ８名〃

６oｆ

－１

船名 あず ま やし方 拓南

トン 数 ６２．５２トン １５．７８トン １２５２トン

磯関の種類 デイゼル（阪神） デイゼル（ヤンマー） デイゼル（ヤンマー）

再力 ２５０ＰＳ ９０ＰＳ １６０ＰＳ
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ロ観測定線概要図

４月，２月大島～鳥島間１０側,点

１０月大島～ベヨネーズ間８測点

ハ調査項目

Ａ全測点において通常観測

海象水温。塩素量，透明度，水色．波浪，うねり

気象風`向，風力，雲量．天気，気温が気圧

生物鐙Ｂ網（０←１５０ｍ垂直曳採集）

⑨Ａ網表層水平５分曳倉。

特異現象魚探Mfiに主る魚群分布。

潮目の目視観測｡；
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速力 8.0ノット ス5ノット 8.0ノット

測深磯 Ｔ・Ｓ ● Ｏ型

ＴＳＫ製２５馬力

ワイヤー１，０００ｍ

手動式

ワイヤー５００噸

抽圧式

5馬力

ワイヤー５００ｍ

音響測深溌

O
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０ 産研二ユースーペーグ

ラフＣ

２８ＫＣ

１ ,

o記録レンジ

筏

鶴

５００型

０～１５０ｍ

１００～２５０ｍ

２００～５３０７)Z

０～５２０ｍ

４００～９２０ｍ

８００～1,520ｍ

o記録紙乾式

o産研ニニーースーパーグラ

う回２．０００型

２８ＫＯ

o記録レンジ

筏 ０～１５０，０
､｡

鶴

１００ 戸－，̄ ５０ｍ

２００～５５０ｎｏ

0～８００ｍ

６００～１，４００，Ｚ

1,200～2,000ｍ，

o言E録紙湿式

on雪研記録､央像併用式

ＴＬ１６型

２ａ７５．２００ＫＯ

o言E録レンジ

樹

㈲

鶴
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０～４００ｍ

(2)０～８００加
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o記録紙湿式

Q

●０

その 他 レーダ鬼一

(古野電気１，５００型）

ロラン（東海電気）

ＢＴ（観見精磯）

レーダ薗一

(古野電気ＦＲ－１５型）
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￣
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つ

￣

ＧＥＫ（理研）
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Ｂ観測層

０．１０．２０．５０．５０．７５．１００

１５０．２００．５００．４００．５００．

６００．ｍ（計１５層）

5５

ロ
ｺマニロ

5４

5５

３２

５１

５０実施概要 1４０1５９

月Ｗ寮〈安又｜宍ﾑﾉulJ宗(賀，qク 司不堅屋

ココ〃

－３－

調査年月日 ﾉ船名 側点数 実施点数 欠狽|鵬帛i数： 調査員名 傭 ●

￣■ 考;（

４５．４．１～４ あずま １０ １０ ０ 青沼舅 ●。■●●

４５．１１．２～５ 〃 ８ ７ １ 青沼勇 荒天により０３宮欠損リ
●

４４．２．１１～１５

２２～２５

やし狩

拓南

１０

４

４

２

青沼舅

阿部登

あず左上架中のため，やしお

拓南にて実施。



⑤地先定線調査

イ実施調査船

(2)のイに同じ

ロ観測定線概導図

（簿測点１９側

点）

ハ調査項目

Ａ全測点において

通常観測

②のハに同じ

Ｂ観測層

０．１０．－２０５０

５０．７５．１００

１５０．２００．

５００．４００．ｍ

（計１１/層）

５５°Ｎ

８
3Ｆ、ｏｒＰ６

;T層

］

5４

１４OoE1５９

実施概要

｡点数|欠測点議

６へ-１８

告1否この分由
］

L｣

ニヘーＩＣ

』．□

ｄへ９

４５－１０－７へザ９ ？）プチ西

－４－

調査年月日 船名 剛点数 実施点数 欠測鳶(数 調査員名 備考

４５ｺ４．１６～１８ あずま １９ 1９ ０ 佐野

4'５．５．６～１１ 〃 １９ １９ ０
佐野
青沼

４５．６．７～９ 〃 １９ １９ ０ 佐野

４５．Z１０～１５

〃１４～１６

やしお

拓南

１９

１５

６

０

石ⅡＩ

田中

や あず寅'|､笠原調査のため

しお，拓南にて実施

、 や

４５．８．８～1５

〃 ８～９

やし狩

拓南

１９

１５

６

０

笹本

田中

〃

卜

４５．９L１１～１５ あずま １９ １９ ０ 青沼

４５．１０．７～， 〃 １９ １８ １ Fｂ 川 荒天のためＴ１８を欠測
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(4)予報資料収集方法

イ加入電信（テレックス）

なし

ロその他の資料収集方法

大島漁業用海岸局入電資料。

指導絹Ⅱあずさロおよび薊やし変‘による調査資料

大島波浮港魚市場水場資料

市場および一般漁船に対する露込み調査

島しょ各漁業協同組合との電話連絡，および聞込み調査

他県水試発行の漁海況j寵報

冊漁獲魚の魚体調査結果．

(5)予報の発表

イ漁海況速報． Q■

ＡＥＩ２２１６．２５．５０１偶回６５召Ｕ

Z円

2１６－，６．６Ⅲ

．巳 Ⅱ

］目１－８

￣５－

患
あず主

,〃

１９

１９

１９

1９

０

０

佐野

青沼

〃

やしお

1９

１９

１９

４

0

１５

lZE野
青沼

青沼 あずま｣ｺﾞ架のため，やしｊ自国で実施

〃 １９ ７ １ ワ
▲－

立島

笹本
〃



２月５．１２．１２２６

５月５．１２．１２２６

サパレカジキ､マ

サパ，カジキ，卜

〃
〃

計

その他の予報の公表方法

大島分場だよりに各種調査結果ならびに予報の掲載，発行。

大島漁篝用無線局より漁海況調査結果の無擦放送。

新聞等への投稿による公表。

ロ

2．調査研究結果

（１）海洋状態の推移と特徴

海洋状態の推移

黒潮流路は４５年１月下旬，遠州雛沖に発生した冷水塊のため，御蔵島近海から八丈島

～青ヶ島海域に移動し、引き続き５月末室で后|海域を流去して(ハだ。しかし，６月に入ると

冷水塊の衰退に伴ない黒潮は再び御蔵島近海に才で北偏し，豆南海域でほほＮ通常流軸位置

に復した。その後．この流去状態はぽぼ４４年５月注で持続した。

このため．豆南海域のＡ～５月水温は各層とも平年を２～ろ℃下回る低温が続き・表層で

１５～１８℃台，１０Ｍz層で１ヨー１６℃台の水帯か分布した。支允，４月観測では沿岸

｜生冷水舌の張り出しが新島近海に詣でみられたが．５月観測でもFll島線に沿い，三宅島～御

蔵島に達していた。

６月には黒潮の接岸に伴ない，御蔵島海域において５月に比べ各層とも約４℃の昇温がみ

られ，表層で２５℃’１００，層で１８℃に達し，平年並に回復した。一方，大島～新島の

北部海域では全く昇温がみられず，５０，層で１５～１６℃，１００，層で１５～１４℃の

水帯が分布し，平生寄る～４℃下回り，この傾向は７月叢で持続した。

しかし，８月の大島～新島の北部海域水温は．表層が７月に比べろ～５℃昇温し，２５～

２６℃，５０，層で４～６℃昇温し１９～２２℃の水帯が分布し，豆南全域か鳳旨平年並と

なり．冬期以来持続した低温傾向は全く消滅した。雀たｂ水色も全般的に良くなり，透明度

も南部海域では５０～４０ｍに達した。

－６－



９月以降，表層水温は除台に|窪温したが，深層部は低Ｍ１月さて昇温が続き．１２月以

降から降温に向った。

１月，黒潮は遠州灘に一時的に発生した小冷水域を迂回し’八丈島近海よ；り列島線上を北

上して大島近海にまで達したため．水温は平年子１～２℃上回った。２月にはこの小冷水域

も消滅し，黒潮は御蔵島近海を流去し゜水温は妊凶平年並で，５月には北部海域で１～２℃

の昇温がみられたが概ね同様な水温分布を示した。
＿〆

待，徴…...…篦以上の海邇洋伏熊CD推移から．本年の特徴的なものとして次のことが挙げられ

る。

ｏ春期：遠州灘沖において冷水塊が引き続き存続し，黒潮は八丈島以南に離岸していたた

め，豆南海域は低温水帯に覆われていたｄ

ｏ夏期：６月には冷水塊の消滅により黒潮は御蔵島海域に北上し，南部海hiiiの水温は平年

並に回復したか，北部海域の深層認においては･依然低温水帯が分布していた。

ｏ秋～冬期：黒潮は御蔵島～八文島海域を流去し．比較蝕寮定した状態で推移し，水温は催

貨平年並であった。

ｏ冬～春期：１月上旬に遠州灘沖の'１，冷水塊発生のため`，黒潮は八丈島近海から野島沖に北

上していたか，２月上旬にはほとんど消滅して．黒潮は御蔵島近海を.東進し，こ

の状態が５月さて続き安定した海況であった。しかし．下層には若干の低温水も

みられた。

イ沖合定線調査

◎４月上旬観測

黒潮は遠州灘沖冷水塊を迂回後，青ヶ島近海をＮ画に流去し，この海域では発.唇水温

か１９℃台尚え，５００ｍ層寄で１８℃台の水帯が分布し，約２ｋｔの図流が認めら

れた．なお．八丈島南方１０浬附近には東西に延びる顕著な潮境が存在した。
｡／￣ｆ

鳥島～大鳥間の表層水温は，青ヶ島E】２浬附近で１９Ｌ２Ｃが観測された庇かは鳥島か

ら八丈島Ｓ１０浬篭で１８．４～１８．６℃帝示し，御蔵島～三宅島で１６～１７℃台，大

島近海では依然１４℃の低水温が分布した。

１００，２層は鳥島～青ヶ島海域で１８℃，八丈島近海で１６℃，大島近海で１５℃の

水帯が分布し、三宅島以北では引き続き低水温が残存した。

◎１１月上司観測

・黒潮は御蔵島～八丈島間をｎＮＥに流去し．流速は約１ｋｔと弱く、一方・他の海域

－７－



では全般に弱い西向流がみられたが．特に強い海流は認められ左かつた。

表,層Zk温(｡〔大島～三宅島間が２１℃台，御蔵島～八丈島Ｉ調が２５℃台か八丈島～青ヶ

島閲で２２℃台の水帯が分布した。

１００，層は大島近海の１９℃台を除き，全域２１～２５℃台琴示したｂ２００ｍ層

では大島～御蔵島間が１５～１４℃台，御蔵島以南ベヨネーズさで１７～２０℃で，八

丈鳥近海が２０℃台で最も高温を示した。

◎２月中下旬観測

黒潮は三宅島～御蔵島近海を流去し，この海域では２５～５０ｋｔの東向流が認めら

れた。zk温は大島～新島の表層’５０，層が１４～１５℃台,１００，層が１５～１４

℃台，２００，層が１１～１２℃台で御蔵島以南では各層とい８～１９℃台の水帯が

分布した。

ロ地先憲線調査

◎４月中旬観測

黒潮は遠州灘沖冷水塊考迂回したfi：’八丈島近海で向き多ＮＥに変え房総沖に遠し，

水温は各層とも平年を１～２℃下回った。主だ，三宅島，八丈島，青ヶ島の沿岸域では
Ｌ

１６日頃より大型クラゲの大発生7:tらびにzk色不良が目立った。

水温分布は各,層とも伊豆半島～大島間海域から新島方向に低温水帯が張り出す傾向を

みせ，表層は大島～新島間で１５℃，三宅島～御蔵島近海で１８℃･さた，１００ｍ層

では大島～新島近海で１５～１４℃，三宅島～御蔵島近海で１６～１８℃の水帯が分布

した。

◎５月上旬鰯測

黒潮は八丈晨西側に引き続き停滞した冷水塊を迂回し，青ヶ島近海参通過後列島線東

沖合を北上していた。このため，伊豆諸島近海は引き続き低水温が持続Ｕ,各層とも平

隼を２～５℃下回った。

水偏分布は各層とも大島近海から列島綿に沿い低温水帯が張り出す傾向を示し,大島

～新島近海の表層が１７℃、５０７'0層が１５℃・三宅島～御蔵島近海の表層が１８℃、

５０，層か１６℃であった。１００，層は各島とも．翻蚕１４℃の蔭水温におおわれて

いた。

◎６月上司観測

伊豆諸島近海を覆っていた遠州灘沖冷水塊は今月に入り大巾に縮少し，黒潮は八丈島

～御蔵島海域に接近した。このため，御蔵島近海はＥ～巴ＮＥ／５．０～5.5ｋｔの強流
－８－



が観測された他，簔層水温が２５～２４℃‘５０，層が２０～２２℃，１Ｍk,0層が

１８～２０℃と前月に比べ各層とも約４℃の昇温かみられずほぼ平年並に回復した。し

かし，北部の大島～新島海域では表層が１８～１９℃で約２℃昇温したが６５０，層は

１５～１６Ｃ８１００７"層は１５～１４℃で両層ともほとんど昇温かみられず，引き続

き低温が持続した。

◎７月中旬観測曰

黒潮は御蔵島近海をＮ、～ＮＮＥに流去し，この海域ではかなり速いＮ辺が認められ

た。大島～新島の表層水温は１９～２１℃で前月エリ１～２℃昇温したがｂなお，平年

を２～５℃下り，さた，５０加層では１５～１７℃、１００７７０層では１５～１５℃で全

く昇温がみられず平年より２～５℃低目であった。

一方．黒潮が流去して'へる三宅鳥～御蔵島海域は襄層水温》Z５℃台b５０加層２２℃

(《－台６１００ｍ層１８～２０℃で．各層とも平年存１～２℃上回る高温水帯が分布した。

◎津８月上旬観測

一黒潮に引き続き御蔵島近海番流去し，この海域では約５ｋｔの速い東向流かみられた。

さた，水色が全般散に良く慮り，特に南部海域では透明度５０～４０ＷLに達した。

表層Zk温は２５～２７℃で前月調査に比し大島，新島近海で５～５℃ヴ三宅島，御蔵

停亨i近海で約２℃昇温かみられ、全域平年並に回復した。～

ずだ，大島～新島海域の５０，層は４～５℃昇温してＷ～２２℃，１００ｍ層は約

２℃昇温し１５～１６℃で今冬期以来持続した低温水域は全く消滅した０

．－９月中旬観測～

黒潮は御蔵島近海帝東方に流去し．この海域iでは約２．５～5.0ｋｔの、／ｓ流がみら

れたが．北部の大島～議島海域では弱いＷ流が認められた。

塞擢水温は２４～２５℃で前月より約２℃降温したが，５０ｍ層の大島～御蔵島海域
では２０～２２℃台の水帯か分布し，神津島～新島海域で約２℃の昇温がみられた。こ

れら各層水温はぽぜ平年並であった。

◎１０月上旬観測へ

黒潮は御蔵島近海奇東方に流去し，新島以南の海域は全般にＮＥ～Ｅ流が強く，特に

三宅島～御蔵島間は２．５～5.0ｋｔの速い亜流かみられた。

'へ水温は大島近海の表層が２２℃台，５０，層か１８～２０℃台で，ともに前より約２

℃降温したが新島～三宅島海域では表層が２５～２６℃，５０，層が２１～２２℃でぼ

く～ぼ前月同様であった。
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＃た，１００，層は大島近海で約１～２℃降温したのを除き．全般に２～４℃昇温し

，各層とも大島近海で平年を若=F下回ったが，他の海;域では低ｘ平年並であった。

◎１１月上中旬観測

黒潮は引き続き御蔵島近海を東方に流去し，この海域では2.0～5.0ｋｔの回流が，

主た大島～新島間海域にも１．５～2.0ｋｔの四～Ｎ辺流がみられた。

水温分布は各層ともほｘ平年並で，表層水侵は大島～新島近海が２１℃台．三宅島～

御蔵島海域が２２℃台でｂ前月より全域２～５℃降温した。

、５０，層は大島東方海域に１８℃の水帯が分布し７１こが，おおｔｍ２１～２２℃台であっ

７ＺｏｌＯＯｍ層は大島～新島海域が１６～１９℃台．新島～御蔵島海域が２０～２２℃

台で，御蔵島近海を除き前月より２～５℃昇温した。

◎１２月車旬観測

黒潮は三i宅島～御蔵島海域存流去し，この海域ではＥＮＥに２．５～5.0ｋｔの海流が

みられた。大島～新島近海ＣＤ水温は表層，５０ｍ層か１８～２０℃台,１０Ｍ､層が

１５～１６℃台，主走，三宅島～御蔵島海域では表層，５０，層が２１～２２℃，１００

，層が１９～２２℃台であった。なお，各層とも前月に比べ１～２℃の降温がみられた。

◎４４年１月上中旬観測

黒潮は年初遠州灘沖に発生した,｣､冷水域を迂回後，八丈島近海から列島線上を北上し

大島近海においてＮＥに進路を向け房総沖に達していた。海流は新黒瀬，御蔵島海域で

ＮＮｎ／2.0～ａ５ｋｔ･三宅島～野島崎沖にかけＮＢ／2.0～5.0ｋｔであった。

水温は各層（０．５０．１００，層）とも御蔵島～野島崎海域で１８～１９℃，新島

～神津島近海で１７１０，.大島～伊豆半島で１５～１６℃の水帯か分布した。なお，前月

に比べ腰島崎沖の１００，層で:約２℃昇温したのを除き，全般に２～４℃降温したが,

各層とも平矩』Ｍ）１～２℃高目であった．

'◎２月中旬観測

黒潮は御蔵島近海亭東方に流去し，この海域ではNjZに２．５～5.0ｋｔの速い海流が

みられた。表層．５Ｍz層の水温は大島～新島近海が約１４～１５℃，三宅島～御蔵島

近海が１６～１９℃で，前月より１～２℃降温したが侭瞥平年並であった。

◎５月中司観測

黒潮は三宅島～御蔵島近;海をＮＥに流去し.この海域ではＮＥ／2.5ｋｔの速い海流

がみられ，水温は表層から１００恥層支で１７℃台を示した。

水温分布は各層（０．５０．１００，０）とも伊豆半島から利島～新島に向け張り出す

－１０．－



沿岸Ｉ性低温水溌順次外洋性の高温水帯がと旅〈傾向をみせた。

表層，５０，層水温は大島～新島間海域で１５～１６℃台，新島～三宅島海域で１７

～１８℃であった．１００ザル層は新島以北で１４～１５℃台，以南で１６～１７℃台で

各層とも雁旨前月並で平年より１～２℃高目であった。

ハプランクトン出現状況

ｊ中合左らびに地失定線調査にお葺いて緯Ｂネットにより採集した２１９測点のブランクト

ツ出現状況は，､別表に示すとおりである。

出窺状況の表示には下記に基づく「ＣＲ法」を用いた。

７０拓く～；（ＣＣＣ）４５始～≦７Ｗ６：（ｃｃ）５０妬く～≦４５妬；ＩＣ）

１５錫く～≦５０船；㈹８拓く～≦１５錫；(r）２鰯＜～≦８９６；（ｒｒ）

２妬≧～；（ｒｒｒ）

◎沖合定繍調査

４月

全測点において脚類が卓越して出頭し，八丈島以南海域で皮ノウ類がやや冬くみら

ｵした。

１１月

脚類の出現は全測点で卓越し，採集量の６０～７０妬を占めた。次いで失虫類が多

く１０～２０妬の出現がみられた。

２月

脚類は全測点で卓越した出溺をみせた。矢虫類，腔腸動物か八丈島以南海域でやや

多く出頚した。

◎地先定線調査

出現状況は従来と同様の傾向かみられび脚類は全延測点１９５測点の８５弱に当る

１６８測点で（ｃｃ）以上,（Ｃ）を含めると９５妬に相当する１８５測点で出現し，

また８５儲に当る１６１測点では他の類に卓越して出弱した。

矢虫類がい以上出現した測点は１６妬に相当する引測点であり．昨年度同様脚類に

次いで多くみられたが，出頚量は昨年度を下廻った。皮ノウ類は冬～春季にかけ多く出

現し，(+)以上は７妬に相当する１５測点であり，このうち（ＣＣＣ）２測点を含め６測

点か(O)以上である。その他夜光虫は４～７月に多量の出現をみたが．秋季～冬季には全

くみられず，年間に方ける㈹以上の出現は９妬に当る１８測点であり，６ち９測点が０

以上である。また．オキアミ類は４月に比較的多く出現し膣腸動物は４～６月および
－１１－



１２月に暴くみられた．左お゜各測点の犀間平均湿重量，沈し糞量は０．川ｿ／汗/、０．６

７ｃｃ／?γiLeあった。
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⑬ネット卵稚仔出瀬状況

Ｏ魚類卵稚仔

Ａ魚卵

調査側点延２５５測点中１６５Ｕ１ＩＩ点において２．１９２粒，稚魚は１４９測点にお曇い

て６０２尾が出銅した。こｵしをWFfE塵と比べると魚卵は約１，０００粒少なく，稚魚は

約１８０尾墓い。

魚卵の出i現は４～８月おJ員び２～３月に夢〈夏～秋に少ない。これらの魚卵のうち

サバ卵（サバ型ﾘ蹄含む）は７２妬にあたる７０６粒が出現した。出頚海域は八丈島

｝い瓜(北海域の檀図全般にわたっているが，特に三宅島～新島海域で多数出頚した。カノビ

クチイワシ卵は９６粒で出親時期は７～８月，そのうち９１妬（８７粒）が８月に出

窮した。その他の明らか左魚卵はキヱウリエソ卵が１１月を縦いて簡年にわた!)９１

粒レハダカイワン卵５粒ｂエソ類卵５粒ｄチヨウセンバカマ卵３粒.、無.足類卵２粒で

あった。

避魚類稚魚

稚魚の出現にと蔓期にやや零'ハ|頃嗣誇示したが，これらのらち明らか左Ｍ〕はマイワ

シ，カタクチイ`ワン'・ネズミギス，ワニトカゲギス，エ>/類，ハダカイワシ，ウミヘ

ピ，サンマ，サギフエ，ナガニメタチモドキ。シイラ，サバ，アソ類:、イポダイ，ム

ツ，チヨウセンパカマ，メジナ，キス，ワニギ蕊，ネズツポ類，カサゴ類．カジキ類

、ウシノンタの２５８尾で，末査定不lJHi魚か５６４尾出瀞した。これら(､稚魚中．ハダ

カイワシが巌も多く出現し，７～１１月および２月に７５尾，サバは４．５月に新島周

辺海域を中心として６５亀か出頚した。この他カタクチイワシは４～１１月おjEび２

月に２８鰻，エソ類は８，１１月に２４尾，サンマが２月に，亀，ワニギスが８，９

尼に５尾，ネズミギスが１０．１１月に５尾ｂアソ類がＺ９月に５尾。キスが１０

項に５鴎，ムツが１，２月に各１露，その他は全て１尾であった。

Ｃイカ類卵稚仔およびエビ幼生等

イカ卵は４．５．７．８．２．５月に８８粒が出親心だが，特に４．２月に多く出

霧したα稚仔は６．１０．５月を除く周年にわたって５６尾か出現した。アリマおよ

びフイロゾマともに８月～Ⅲ月間に出現した。

（題ネソト卵稚仔出調状況Ｌ

Ａ魚類卵

調査測点延２２３測点中２０１４側点において昨年産より約１，２００粒多い６４，４４８

－１３－
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粒が出現し，その出現量は春および夏季で特に５～８月に多く，秋～冬に少なかった。

これらのうち魚種の明らか詮ものについては次のとおりである。

ｏサバ卵（サバ剥卵を含む）

４～７月および２～５月に２９８２６粒出現したが，このうち７１妬に当る２１，１

．５９粒が５月に出窮した。さた，魚卵中サバ卵の占める害!}合は４月８０妬，５月９８

妬であり，春季における魚卵の多量出頚は調査海域におけるサバ卵の出頚によるもの

である。

出現海域は三宅島Ｎ近海が最も多く，大島～三宅島鈍びその東側海域，新島周辺

で多量に出現したが，三宅島以南海域ではごく僅かであり，畿州近海でも１６１粒と

少症い。：

０カタクチイワシ卵

５月，７月，８月に２．９０４粒出銅したが，５月は１粒だけである。これらの分布

は７月は房総沖を中心とし，８月は利島Ｗ～伊豆半島海域に集中してみられた。

ｏハダカイワシ卵

７月，８月，１０～２月に６５粒が出現したか，１月，８月かやＬ多くみられた。

新島以北海域l/て分y散して分布したが，８月には利島近海，１月には大島皿海域に多く

出現した。’

０エソ類卵～

キユウリエソ卵存含むエソ類卵は４月，６月．９月準除く周年にわたり９７粒が出

窮したが．キユウリエソ卵は２１粒と少余かつた｡出現海域は神津島～利島近海であ

み。

ｏトビウオ類卵

，５～８月にサヨリトピウオ卵９粒などトビウオ類卵１８粒が出窮した。房総半島の

南沖合室で広く分布したが，列島編Ｗ側では２測点５粒が出現したに過ぎなかった。

Ｂ魚類稚魚

調査側点延２２５測点中１９５側点において昨年度より約１，７００尾多い５，６５０尾

が出ﾖ現した。

この巧ち，明らか丘ものはマイワシ，カタクチイワシ，ネズミギス．オキエソ，ススキ

ハダカその他のハダカイヮシ類（数種），ウミヘピ。レプトセパルス（数i種〕，寸ンマ

サヨリハウサヨリ，サヨリトビウオ，マイトビウオ，ハマトピウオ,その他のトビウ

オ類，サギフエ，ヨウジウオ．イソトウダイ，トウゴロウイワシ．ボラ，シイラ．サバ
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マアジ，ムロアジ，クサヤモロ．その他のアジ類，カンイチ，ブリ，タカベ，テンジク

ダイ．ムツ，マツダイ，タイ類，メジナｂテンジクイサギ，イジダイ，ヒメジ・タカノ

ハダイ，キス，ネズツポ類，ナベカコその他のギンポ類俳オヤピツチヤ‘サザナミヤツ

コ，その他のチヨウチヨウウオ類，カゴカキダイ，カサゴ類，アイナメ，ダルマガレイ

ウンノシタリその他の異体類，カワハギ，アメミハギ，その他のカワハギ類，サパフグ

ハコフグ，ハリセンポン，その他のフグ類，ハナオコゼ等約６０種であり，これらの出〃
頚状況は８～１２月にやや多かったｑ

主要魚槙多量出;現種について詳述すると次のとおりである。

ｏアソ類

４月および６～１０月に２５尾が出頭し、特に８月に１５尾と多くみられた。出瀬

海域は三宅島～神津島以北海載に多数みられ，稚魚体型はマアジ(?)６尾，８０～１５．０

，”噸，ムロアジ(?)６尾，４．０～ス５ｍｍ，クサヤモロ(?)５尾，ＲＯ～１５．０ｎｚｍであ

った。

●｡

Ｏサバ

崖預w期は４～７月の春季で５月が最も多く全津で２６２尾が出現したα分布は出頭

初期には南～西部で曇ったが，以降北～電禦に移り５月に三宅島ＮＥで１さ７，尾出頚

する左ど大島～三宅島闇の海域に多くみられたが．御蔵島近海で２５尾，/八丈島以南

で１尾みられた。体型は４月にはる～２０”L、、５月には５～５１ｍｍであった。

ｏカタクチイワシ」

２月地先定線調査奇除く;各課杏につ(ってふられ７５０尾が出頚した。出頚期は春季左

および秋季に多く．９月には２召６尾と爵も多かった。調査海域の全艘にわたって出

頚したがり1春には三宅島以ｧ南海)域が中心となり，その後順次北部に広かつ?そ。大室出

し〆御蔵島～新黒瀬お主,び伊豆半島南側海域に多くみられた。

′昭和召９～４５隼の渦去５年間に実施した地先定濠調査で，緯および鯵ネットによ

り採集されたシラスの出頚状況は次のとおりであみ。このうち緯ネットで採集された

ものは１５４尾である。

昭和４１｣年はス０００尾以上，４２年は２６７尾，その他の年は８００～９００尾で

でシラスの出現は年により､変動が徴しい･資料少注ぐとの原因は明らかでない。出現

は調査海域の全般にわたるが，昭和４１年の多量出現は大島～伊豆半島海域であった

が，その他の圧でもこの海域ぞ銭州～新黒瀬が主屋出現海域であった。

カタクチ卵は昭和４１年以後の５年間,シラス同様出現量の年変動が大きく各年に

－１５－



おける出現の(]寺期，海域は傭旨シラスと変らな(へ。出頭爵は４１年ヌ５１５粒，４２

年６６５粒＃４５年５，００２粒，痔期は５～９月（ピークは６～８月）'であり，出現

1穂域(すほとんど浴:崖部に限られていろ。－斗

単位尾粒

ｌＵ

ｏサンマ

出頚期は４月．５月．７月および１２～５月の冬期を中心に４２２尾が出頚した。

分布は．伊豆半島南側沖合を除く調査海域全艘にわたるが，特に御蔵島周辺を中心に銭

州～新黒瀬(7,南部海域に多く，さた，新島東沖では各月とも出頚した。稚魚の体型は

５～４０１７０畑であ畠が，４月には６０，"、以上の大型稚魚がみられ，１２～５月には

小型稚魚か多かった。

Ｏタヵベ

１０～１２月に２４６尾が出頭し、１１月地先調査では１６１尾と多かった。出現

海域に初期には：新島周辺から房総半島にかけての北部榧域であったが、そ(、後南部沖

合へ広がｂ，富だ，伊豆半島沖合にも現われ調査海域のほ百全域に拡大したが，浅川

～新黒願海域では少ない。稚魚の体型は１０月には5.1～８６，ｍ70であり，’２月に

は５．８～１５．０ｍｍであった。

ｏネズミギス

北fl弱期は８～１１月で２１０尾であったがｂ８ｂｌＯ月に多くみられた．出現分布

は伊豆半勗東沖1,新黒潮海域以机の全域であるが，特に新島ＳＷワ大島寅沖の海域に

多くふられた。空たび八丈島以南海域においても５２尾が出濁した。体型は夏には４

～１５７７W７０で鯵つだが，秋には５～５０，０ｍと大型化した。

ｏハダカイワシ類

５月．５月存除く周正にわたり１４８尾が出溺し，特に８月．１０月に多くみられ

た。出現種は数種と,思われるが査定できたのはススキハダカ５尾のみである。分布は

三宅島周辺およびそれ以南海域に多く大島～新島近海でごく塵か出現した。

ｏトビウオ類

出現期，出現尾数は夏季６～８月の８８尾を中心に１０月４尾，４月２尾．１１，

－１６－
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５月各１尾の９６尾で録つだ。分布に〔調査海域の（雷図全艘に広く分布したが，房総沖

海域に多数みられだす

，出預魚種の内訳はﾊﾏﾄﾋﾟｳｵ’9尾，ｻﾖﾘﾄﾋﾟｳｵ'6尾，ﾏｲﾄﾋﾞｳｵ9尾.

ダルマトピウオ(?)１尾，その物他５１尾である。稚魚の体長は４～２７ｍｍであり夏季

…に大型魚か多かったｄ

ｏサギフエ

４月，１２～５月の冬期に１１８尾が出窺し，１月に最も多く５９尾がみられた。

三宅島以北の伊豆半島沖合を|廉く海域に出現したが，三宅島Ｎ，神津島近海に多くみ

られた。２月には八丈島以南海域で２尾が出現した。

ｏヒメジ

７～１２月の夏期を中心に出頭し，２８８毫がみられた。出頚初期には北部海域に

多く，次第に南方へ広がり，調査海域の畷旨全般に広く分ﾉ布したが，特に伊豆半島沖

合，房総半島沖合，八丈島Ｎに多量に出現した。

ｏブリ，カンパチ

プリは４，５月，三宅島Ｎ,伊豆半島～銭州海域に６尾，カンパチは８月に神津島

周辺，新黒瀬近海に５尾出現した。体型はブリは８～１Ｗ１，２，カンパチは６～１８

ｍｍである。

Ｏムツ

冬期１～２月に８尾，大島～新島周辺および入丈島，青ヶ島近海で出現した。

ｏその他

：前述以外(D多量出現魚糎ではオキエソは秋参中心として７，９～１月に５０尾，テ

ンジクイサギも秋季（８～１１月）に５５尾，タカノハダイは１１～２月の冬季に

４６尾，ボラは１１月に５１尾，カゴカキダイは８～９月に２０k尾，シイラは５～

１１月に夏季書申心として１９尾，メジナは４～５月．１２～５月の冬季に１５尾，

オヤビツチヤは４月，８月，１１月に１５尾であった。

カワハギ類はカワハギ８２尾，アメミハギ１５尾，その他６尾が５月および７～１

０月の春～夏～秋季に．ナベカ１尾を含むギンポ類は７～９月，１１月に５２尾，フ

グ類は７月にハコフグ，８月にハリセンポン，９月にサパフグが各１尾，その他が５

月，１０月に５尾である。これ以外ではワニトカゲギスは８月に７尾．無足類その他

のレブトセパラスは１１月、１月，５月に７尾，トウゴロウイワシは８～９月に５尾

インダイは７～８月に５尾，タイ類は１１月に２尾･キスは８月，１０月，１１月に

－１７－



４尾．ネズツポ類は８月に２尾，サザナミヤツコその他のチヨウチヨウウオ類は８月

１０月に各１尾，カサゴ類は４～６月，９月に５尾，アイナメは２月に５尾，ダルマ

ガレイ．ウシノシメその他の異体類は７月，１２月にａ尾である。また，サヨリ類は

トウサヨリが７月，サヨリが８月に１尾づつ出窺し.ハナオコゼは７月，ウミヘピ，

ヨウジウオ，マツダイは８月・イツトウダイは９月，テンジクダイは１０月に各１尾

づつ出現した。

Ｃイカ類卵稚'仔

卵は昨年度Fii:i査の倍近い２，７７５粒が出頚したが，稚仔は１５１個体と昨年:度の５分

の１程度であった。

卵の出窺は周年にわたったが，４，５月か多く２，６５１粒出現した｡江分布は調査海域

の姪貰全域にわ犬丞が，伊豆半島菓沖が最も多く，そこから房総沖におよぶ海域で多量

に出窮した。八丈島以南海域でも２８粒出現したがり浅川近海では全くみられたかった。

稚仔は６月ロ１２月，５月藷除く各月に出現したが，１１月が最も多く春季にも多く

みられた。出現海域は銭州近海〆伊豆半島東沖･新黒瀬海域に多くみ-られたが．八丈島

以南では１個体みられた企みであった。

櫓Ａネット 卵稚仔出現,状況
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(2)主事魚種の漁況の推移と特徴（昭和４５年１月～１２月）

◎サバ（はね釣）

本年の島し主海域におけるサバはね釣漁業は，前年:エリ１月早く，１月１０日静岡船に

より操業が開始され，同２１日より本格的に操業が行なわれた｡漁場は１月下旬が銭州８

画～ＳＳＩ､／４～６浬に，２月上旬より５月中旬にかけ銭州ＳＥ／５～１０浬に形成され

漁場水温は１４～１６℃であった。漁穫は１月下旬が最高船Fで約２０屯“平均１０屯前後

か１月から２月上司にかけ爵高船で２０～５０屯，平均１０～１５屯と好漁をみたが，中旬

以降は低調となり，約４～８屯の水陽が５月中旬まで続いた。５月中旬頃より漁場は南に

移行し、銭ＮＩＳ～ＳＷ／５～１０浬に形成されるようになり，漁獲は５月下旬には平均

１０～１５屯と増加したが，４月上，中旬には５屯に低下した。４月下旬には漁場水温が

１７～１８℃と若干上昇すると共に魚群の北上分散がみられ，５月上旬～中旬にかけ主漁

場にr神津島のＳＷ／１５～２０浬に移り，５月１６日以降は大室出しに形成された。大室

出しでの漁況は不振で，当初平均４～５屯の漁獲は十く゛１～２屯と不振に左b，操業わず」

か１週間目の２２日にはほとんど大型船の操業はみられたくなり，島さわりのサバ漁は事

実上終漁と左つた。以降は神奈川県の小型船１０～１５隻により引き続き曇業され，平均

１～1.5屯の漁獲があったが，７月中旬には終漁と左つた゜

◎ムロアジ（棒受網）

４～８月は銭州，新島近海で操業されづ漁獲は中ゴマサバ主体とした５屯前後で，ムロ

アジの混獲率は２０～５０妬であった。

９月に入ると大室出しが主漁場となり,操業も本格的と左り，漁獲は５～１０屯であつ
．諭汀ハ

ヘーだ。中旬～-F旬には大室出しから三宅島近海に雀で漁場は拡大し，漁纏は１０～１５屯に

ｊ曽加した。１０月には漁場は大室出し～御蔵島近海とさらに広範囲になりＢ漁況は南部海

,／域が良く，１５～２０屯であった。その磯漁況は次第に低下し，１２月には銭州～御蔵島

近海で操業されたが．漁獲は４～７屯であった。なお，ムロアジの混獲率は１０～１２月と

とも５０９６内外であった。

(5)地域主事i:魚種の漁況推移と特徴（その他の魚種）

０ハマトピウオ

本年のハルトピ漁は鳥島海域では例年並に２月上旬より操業が開始されたが‘スミス～
｡ｏｒ･

ハロースでは例年を１ケ月遅れて５月中旬から本格的な操業が始まり．その後も引き続き

黒潮が青ヶ島以南を流去したため，この海域が漁期を通じ主漁場となった。八女島周辺で…

は４月に入り．黒潮の北上とともに水温の上昇がみられ，これにともない平均２万～５万
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尾／１日の水場がなされたが．中～下旬には再び水温が低下し不振と左つだ。支だ．下旬

末から５月上旬にかけては1.5万尾／１日の水場がみられたが，８日以降には魚群の来勝

もみられず終漁した。

三宅島周辺では４月末から５月中旬にかけ若干操業されたが，５００～1,000尾／１

日１隻で全く不振のうちに終漁し，さた，神津島以北では全く回勝がみられたかった。

ｏスルメイカ

ム評伊豆諸島におけるスルメイカ漁は一本釣により，一部は式根島，神津島近海でも操業

されるか，その大半は大島近海，主として千波沖漁場を中心として操業されている。

漁期は主として８～１２月で，８月の漁場下層水温（１００ｍ層）が低目の狂昌は漁期

の開始が早く，漁況も幾分良好の傾向を有する。本生は７月～１２月室で大島近海の下

層（１００，層）水浸は１４～１６℃で，低目に経過したため，漁期が早く比較的安定

した漁がつづいた。

本年のスルメイカ漁は６月中旬，大島岡田沖で地元船により操業が開始されたが｡漁

況は２０～５０KF／１日１隻と不振であった０７月中旬には千波沖でも除々に撰業か開

始され，下旬以降から本格酌に行なわれた。漁況は小型船で４０～Ｔ５０Ｋ９／１日１隻

平均７０～８０Ｋ9の漁獲が続き，８月中旬には平均１５０Ｋｇと好況を呈したが，下旬以

降は再び７０～８０Ｋ9に低下した。しかし，９月中旬以降は概ね中型船で５００～４０

Ｍ９，小型船で１００～２００Ｋｇの比較酌安定した漁況が持続した。１２月中旬には千

波沖から大室出し北部に漁場が移行し，ほぼ同様の漁獲がみられたが，下旬には終漁と

なった。

なお,波浮閻港には年間５５ｔ･岡田港には１１９ｔが水場され，両港の月別水場総計

は９月の４４t存最高に８～１２月まで１ヶ月間２５～５６ｔであった。また，大島管

内船の水湯は１５８ｔで，最近５ヶ年の平均７５ｔを大きく上廻り最高才示した。

ｏマカジキ（突棒漁業による）

突棒漁業は伊豆諸島海域の黒潮外緑域に春期来勝するマカジキを対象に操業され，そ

の豊凶は列島線上における黒潮流軸の離接左相関を有十るづすなわち,春期に列島線上

に鈴いて黒潮流軸が接岸する海況では０来鵬量の増大ｂ濃密な魚群．基地に近接した漁

場形成等の要因があい走って豊漁の傾向を示すが，離岸の場合には逆の傾向を有し，豊

凶の年差は顕著である。

４５年春期の突;鐸漁業は，冬期発生した遠州灘冷水塊が引き続き島しょ海域を覆しx，

黒潮は青ヶ島以南に南下したため低水温か持続し‘マカジキの回淋は少なく，全く不振
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のう色に終始した。

５月は中旬に八丈島～青ヶ島海域で若干操業され，下旬以降は主として三宅島～神濯島

近海で操業されたが，良い船で１～２本，皆無の船が多く不振であった。

４月上旬，一時的な黒潮の接岸がみられ，波浮港へ５日に５０本，４日に１００本の水

場がみられたが･その後は１日１０～２０本で再び低調と左O，中旬存もって耀蟹終漁し

た。

波浮港における今期の総水場は２９屯で．近年１０ケ隼においては昭和５８，５９，

４１年に次ぐ不漁年で，咋４２年の５分の１，平年漁８９屯の５分の１の水場に終った。

(4)昭和４５隼における主導資源の評価

０サバ（はね釣漁業に主る）

伊豆諾鳥海区における一都三県の操業船1てよる漁獲量は,昭和ｓ２～５５年にかけ飛躍

的方増加をみせ，３５～ろ７隼には１０万屯前俵と高い水塗存示したか，その後ろ８～

４０年には６～７万屯に低下した。しかし，４１年以降再び鳶加傾向をみせており，本

４５;筆は過去における最多護年の５８崖を約２万屯上廻る１２万屯に達した。しかし，伊

豆諸島への回騰轤量は海況による影響が著し!△ため漁獲高憲資源量水塗にむすびつけみには

課窺があるが，一応，近年の傾向変動，循環変動等を勘案してみると本年は高い水塗にあ

つだと考えられる。

なお、本錐の資源的特色として，魚体測定の結果，例年３年魚が主捧であったが，本年

は４年魚が主体で，頭に２隼魚も少なかった。このことは昨年の主体であった５年魚がそ

の注吏４年魚と考えれば来年は従乗の主体であった５年魚の出現は極めて少なく，このこ

とが漁獲高に著しい変化蓮もたらすものと考えられる。古た本年は４年魚が主体であるた

め総水場は昨年学上廻つ方が，尾撤餉比較字すればそれ雁どの伸びとは云い難い。

ｏノハルトピ

本集の島しょ全体の総漁獲高は１６０万尾（６７０屯）で恥最近１０ケ隼間における最

低藍示し．前年（４２年）の４０妬にとどさった。これはハルトビ漁のほ壁全漁欺を通じ

黒潮が距崖し，八丈島以北海域が冷水塊に覆われたため，暖海'陸のハルトピの来勝が少な

かったためである。

漁場別には低水温の影響を受けたかつﾌﾟｾﾞ目青ヶ島以,南がやム良（１００万尾），冷水塊の

影響を顕著に受けた八丈島近海では例年の４分の１の５０万尾，三宅島では５分の１の７

万尾．堂た神澤島では皆無であった。

なお，近年ハルトビの総漁獲高では１隼おきにjＭきけの畳，不漁を繰り返す特徴がみら
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れるが，これは近年春期において遠州灘冷水塊が隔集に出琿し，黒潮の離接に高い相関を

待つハルトピの来勝;量を左右するためで,資源量の多少によるものとは考えられたい。

ａ漁海況予報事業実施上の問題点

（１）調査研究上の問題点

ィ定線調査

０海況調査の面においては，一応定線調査も軌道に乗り予報資料として充実されてきた。

漁況調査については，組織酌，系統的な認査は甚芝少左いのでは薮いかと恩わ才しる。例

えば，マサパ調査にしても標率船調査あるいは東海区水研蒼洋丸の一斉調査（年１回）

および各水試の調査となっているが．各水試の調査はそれぞれ固有の指導事業が多忙な

現在，海況調査同様にあ尋程度義務的事業でなければ充実した調査結果は得られ左いの

ではなかろうか。

海況調査･偏重ではなく，漁況訴査も平行してはじめて予報効果があZSM)と思われるの

で，予篤配分等にも充分のご考慮をお願いした(ハ。

ｏ定線調査(｡こ漁海況予報事業で各水研．各水試が行なっているが，この値か海況調査は

水路部・気象庁，防衛庁等で行なっているので，これらの一連の調査１本制孝効果的に運

用することにより，より一層現況か把鐸できるものと患われる。７淀お，各予報会議等に

もこれらの騨関よりの参加も有意義と考える。

ｏ黒潮の変動について月一回位ＣＱ定線調査では，適確な把握と迅速なる速報は困難であ

る。したがって‘できれば速報用として特別定点を設け，最低月２画程度の航空機観測

調査をお願いしたい。
ゾノ

ｏ現任，本都における定置観測は大島，八丈島ｶﾐ水試で．三宅島．新島，神津島は漁協

で行なっており，これらは黒潮を横断する地点にあるので非常に貴重左資料であるが，

漁協による観測は義務的丘ものではなく好意的なＭ)であるので，漁三協係員の都合に主

り中断あるいは速報性帝欠く場合も少なくない。したがって報償費的な予算措置がたけ

ば資料の収集は容易である。沓た，漁況資料の収集についても同;様なことがいえるので

これらの予報措置についてお願いしたい。

ｏ昨年の問題点でも述べたが．伊豆諸島海域は一都三県の入り会い漁業が多いＣＤで．一

都三県が調査方法あるいは調査区域の分担により，効果的な調査の推進体制を確立する
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に必専があり，水研に'も協力方をお願いした。これについて本年は一応何回かCD会合存持ち

徐之に勅・道に乗りつつふるが，旅費｢等の制約あるいは地方Ｉ水試固有の指導.事拳と兼務して

いるので．醗員に時間的な余裕がない。したがってこれらの子:算的措置および専門職員０

配属奇お願いしたい。

ｏ予報資料の解析および整理あるいは考察に専門職々員の配属を券願いするとともに，兼

業職員についても研修制度を実施（年２回位）して個人差孝少左くし，精厳を高め研究体

制の充実をはかる必尊がある。こめ点については地方水試単独で出来る問題では鞍いので

是非とも国が主体となって実施して'ハただきたい。

。各閣題点について隼を各県返り提出され，共通的な問露点も少だくviwN。これらについ

て一部は予報会議等で話頭と象る鳩合も温るが，その大半については未解答のものが多い。

これらの讓閣点が一つづつ擢決されてこそ今後の対策,篭展があるのでが解決できる，で

貴意いは別問題としても一応の解答は欲しいものである。これらの`今麟の見霧しが不明で

あれば，両じ問題が伍々繰り返し提出され．各県が重復して提出されることにだるので，

ぜひとも解:答考お願いしたい。

に）予報作成上の問題点

イ予報と実|祭の比鞍

漁況、海況とも月間において著しい変化があるにもかかわらず月一回の調査では予報資

料として甚だ少fiP〈．したがって長期的な予報については全くできず，`短期的な予報につ

いても１０日｡あるいは半月覆庶が限度で，全般欲には現状報告にとど吉ることか少なく

たい。過去の漁況賓料が４０隼以上も蓄積されている春とび（ハマトピウオ）等について

は，一応漁期聞（４ケ月）の予報が行ない得るが，（確立６０～８０妬）,その他の資料

については全く少なくび今後と屯相当り燈月浄薯するものと思われるので，前記におけ愚

／種々の要望寄早朝に実弱されるようお願いする。

ロ今陵の`予報と作成上(か閣題点

０予報沐制の確立

一ｉ海況関係では各水研，水路部，気象庁，防衛庁，各水試が調査を行左っているので

これら一連の協力１本制を羅立＋ろ必尊がある。

｜ｉ漁況についても関係水研．水試の調査体制を確立し，分業，分担話明らかにして効

果的に行なう必要がある。

、ｉｉｉ漁業者に還元する資料が非常におそく，漁業者の信用失墜の恐れかあるのでｂ長期

的な予報も必要であるが５短期予報に強い関心がおるので頻繁に，､速報的に行なうと
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とが効果的と譜えられZ1､。

ｏ本都においては，対象漁業者が広範囲な離島に点存しているため・速報体制が円滑

，に行なわれていない。さた,資料の収集も同様である。

これらについて，各島におけるファックス設置，あるいはテレビ・ラジオ利用に主

るま報的効果に重点を置くとと'“て，伊豆諸島は黒潮流軸に対し・地理帥好条件にあ

るので，各島の定置観測，漁況については委託調査員奇置き，継続E1hな資料の収集還

元に努めたいので，予算的;借置（賃金．或るいば報償金等により）を是非ともお願い

したい。
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資料 表

１．１毎t羊観測表

（１）沖合定線調査（丁線）

(2)地先定線調査

プランクトン査定：表ｏ

ｎ
・
」

(1)沖合定線調査

(2)地先定線調査

ａ卵，稚'仔査定表

（１）沖,合定線調査

イ層Ｂネヅト

ロ鰯ネット

（２）地先竃線講査

イ愚Ｂネット

鰯ネットロ
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資料1．海洋纐測表
（１）沖合定線調査（』線）

昭和４０４q二」

０２６
、ろ５１０５２１’Ｃ ｢ｒ「ＵＤ２９ＩＱＤＺｐ

賑三二7515]扇二三､Ｉ室-5501勢-1`51脚今１－ｎ４Ｌ
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ザ１
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￣

}ノ、ｺﾌｸﾞ１，トビウオ科１，カワハギ５，ギンホ類１

ﾀﾋﾞﾙｰﾏｶレイ亜科１，ヒメジ４

ﾄピウﾌｹ科１，ハタ､ノフイワシ目１，ヒメジ５

ｶﾜ/､ギ１２

ヒメジ９

●

｢

ヒメゾ２

、 /ﾃH1頃１

(カワ/ギ１，ヒメジ２

ニツイラ１，マイトピワオ属７，ヒメジ５５インタYｲ(?)１
ﾊﾏﾄﾋﾟ属１，サヨリトピ１，只勵ルマトピ(?)1,マイトピウオ２

'ﾊｸﾋﾟｶｲﾜﾝ目１

ﾁﾞﾙﾏｶﾞﾚｲ亜科１，オキエゾ１

ﾄﾋﾞｳｵ科１

;ﾄﾋﾞｳｵ科１

づご
、Ｉ ﾝ宋類１

､

ｷﾞﾝﾎﾟ類1,/カワグギ１，トウザヨリ(?)１，イ〃オ(7)１
iハマトピ層１５、トビウオ科９，ヒメジ１４、サヨリトピ５

lh

bPU△Pｂ

ヒメジ２ス〃マトピ属１

ﾋﾒｼﾞ１，ギンポ類１

シサオコゼ１，カワン､ギ２

アリマ幼生４、サバ型卵１

/､夕rカイワシ目卵２，フイロゾーマ１
アリマ４，サバ型卵５

フイゾローマ１，アリマ2,-ｻﾗﾊﾟ型卵１０

カタクチ卵６１、キーjラリエソ卵１，サバ型卵６

カタクチ卵１

カタクチ卵１，フイロソ2-マス≦Ｗ<型卵２

サバ型卵１

アリマ１

ﾌｲﾛｿﾆｰﾏ１，アリマ１，トピウオカ卵１

サヨ'１トビ卵１，サ9パ型卵１

ｻｱﾐ型卵４

カタクチ卵７２、サバ型卵２

カタクチ卵１１、〃１

カタクチ卵1,095

〃５
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ミ
の｡。
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｜
‐
、
二

目月

「ｌ
Ｌ－」

ｿ８１６

貝qliEI1キンポ燕目２０

21Ｆ

【
Ⅱ
］

琢目恥

雨目１０

肩目

①＿卜Ｔノユ口

輯月月

－９１－

'１－－二Ｍ…￣Ｔ－Ｆ－三一］
ザ

ＩＤ

テガクイサギ2,ヒメジ1､カゴカキ１，ネズミギス２，トビウオ科１

ﾄﾋﾞｳｵ科１

ガン,汗2、マツダ?イ１、イシダイ１
ﾋﾞﾒｿﾞ１，カワハギ2ハリセンポン1,ハマトピウオ科１

ﾋﾞﾒｿ２，トビウオ科１

ネズミギス2､ソイ フ

テソ．:ﾉｸｲｰｳﾞｰｷﾞ'１０
１，トビウオ科１，夢>宗亜目’

ｦウゾウオ１，カワハギ１６、アミメン､ｷﾞ８

ﾋﾒｼﾞ5,ネヅツポ亜目2,カゴカ邦･イ１，トウゴロ行イワシ科１，
ｼｲﾗ1,カワ/､ギ１１､ウンノンタ亜目１，ギンポi蓮目２ｑトビウオ科１

L｣ｵｬﾋﾟｯﾗPヤユサョリトビ1,ネズミギス５６､カゴヲフギスカン,寺
ﾐﾄﾋﾟｳｵ科2,カワ/､豈落１６､ア§ん､ギ4,ヒメゾ２９､ｷﾞﾝﾅｲﾐ科２
):サヨリ１，シロご篇ス？２

ｶｺﾞｶｷﾀｵ１ 、 ネヅミギス１，シイラ１

ﾊｸ【､カイワシ目１４

テンヅクイサキ１，ネヅミギス２

、 ヒメジ１

ｳﾐﾍﾋﾟ科１，トビウオ科1、ダコ椎1マヅカイワン目1０
ｻｰﾅ件ミヤツコ属１ 、 カンペチ･１

ﾂｲﾗ1、ワニトカクニ亭ズ浬目
、

Ｒ
､￣

オヤヒ，ノチヤュカワハギ１

赫ピッチャ１，ハダカイワン亜目４，ワニトウゲギス岨目１

ﾈｽﾞﾐｷﾞｽﾞ２，ハダガイワン亜目ミワニトカゲギビス亜目１

八杵ピッチャ4、トビウオ粗目１０、サヲ11トビ２

板ﾐ鞠２１､ウゴロガイワシ科１，カワハギ科５
１トビウオ亜目７，ヒメジ4,カゴカキダイ１

Ｍ`カイワシミサヨリトピ１，上〃６，トウゴロウイワシ科２
ネズミギス４

サヨリトピミネズミギス１１、トビウオ亜目５，ヒメジ１
ｱﾐﾙ､ギ１，カワハギ科１

トビウオdii目２，ヒメジ１

司
二

カタクチ卵１７

カタクチ卵５

､ エソ類卵１

アリマ１，力叙ケチ卵１，５４５，．．．
"ヅカイワシ自卵１４、エソ科卵４５

●0

〒リマ26エソ科卵９，カタクチ卵１６

アリマ1、鈎孤クチ卵８１、エソ科卵１

ア１１マ１，エソ科卵１，トビウオ亜目卵１
診'ヅカイワンメ卵４

エソ科卵２，ハダカイワン自卵１

トビウオ亜目卵１、サヨ')トビ卵１

サヲリトピ卵１

サヨリトピ卵１

カタクチ卵１，アリマ１

サヨリトピ卵へトビウオ頓目卵２

サヨリトピ卵１，カタクチ卵１

ウ

。,-戸い’
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iﾈｽﾞﾐｷﾞｽﾌ､ｶｺﾞｶｷﾀﾞｲ1.ﾃﾝｿﾞｸｲｻｷﾞ1

inシイラ１，ギンポ属ハアミメハギ１，ハダカイワン目１
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》ハダカイワン目５，ススキハダカ５，カサゴ科１，オキエソ１
皇
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０

１
５
１
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１
８

１
１

１
５

１
２
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１
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１
１
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査定者岩田

その他の稚仔 備 考

三.ネズミギス２，ヒメジ１
１

ニネズミギス１

EI
L」

可ネズミギス８，カワハギ１，オ

ネズミギス６，テンゾクイサギ 頃卵lま無犀憩

ヒメジ５，シイラ１，ハダカイ

豆ネズミギス５，ヒメジ２０、テ
ィ１

ゼネズミギス５，ヒメジ２、／､夕． (5)

ヅイラハネズミギス６，ヒメ

ニツイラ１，オキエソ１，ハダカイワソ亜目１
ｆ■

アリマ４，ウミアメン讃ウ

11iトビウオ科１，ハダカイワツ亜目１２、キス科１
ミチヨウヂヨウウオ亜目１，フグ亜目１

ｉｆハダカイワシ亜目５、ネズミギス４

ウミアメン領ウ２

アリマ４，ウミアメンホゼｳｨ

ｴｿﾞ科卵1)、ハダカイワン目卵1）

ﾐﾈ}ズミギス４，サヨリトビウオ１，カワハギ１~上

:ネーズミギス６，サヨリトピウオ２，カワハギ１、
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その池の椎仔 ･傭考

サバ型卵（３０)、”ヅカイワ泪卵(2)､ﾀﾞﾂ目卵(1)

キウウリエソ卵(8)､ダツ目卵(1)
サバ型卵（５４）

サバ型卵（１羽)、ハダカイワンメ卵(1)

サバ型卵（１７５)、無足類卵(1)

サバ型卵（５３７）
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